
  

２０２３年より「小甍」として販売開始！

◆事業の背景と目的

・城島瓦は美しい銀色のイブシが特長で、400年の歴史を有する福岡県の伝統的産業品

・近年は、住宅様式の変化や、伝統産業的ものづくり （時代に合わせたアレンジ幅の狭さ、ややゆるやかな品質管理、著しい量産への

    対応や納期保証が困難）と市場ニーズのギャップ等により売上が低迷

・一方、建材市場においては、高い品質に加え本物にしかない高級感や希少価値を求める気運

・城島瓦産業活性化のため、城島瓦の特徴を活かしながら建材市場のニーズ （多様化するニーズへの対応、高い意匠性と寸法精度、

安定的な製品提供）にマッチする、「目地なし施工可能な瓦製壁建材」を開発し新たな市場を開拓する

◆課題（本事業における開発のポイント）

①高精度な寸法管理技術の確立

・建材市場で内装材に求められる寸法精度は、粘土瓦に要求される精度の1/4（±1mm）

・寸法精度低下や歪発生等、トラブルの一因となっている押出成形の工程を見直し、高精度化のための製造条件を検討

②新たな製造法～鋳込み成形技術の確立

・鋳込み成形は洋食器製造業などで利用されている方法で、デザイン設計の自由度が高く薄物製造に適する

・城島瓦粘土では新規の取組みとなるため、成形条件（泥漿調整条件、着肉条件等）を検討

◆成果

・押出成形時の部位による充填密度のバラつきや、スクリュー回転に由来するねじれ癖（変形や反り）

     を抑制する技術の確立により寸法精度±1mmを達成

 ・鋳込成形の泥漿レシピと成形法の確立により、 薄物、中空体、テーパー状等、特殊形状への対応が

     可能

❀担当コーディネーターからのコメント

  屋根瓦産業は時代の流れもあり衰退する一方であり、新たな市場開拓が不可欠です。今後は、「小甍」ブランドの認知向上や販路開

拓を更に推進され、新規市場となる壁材や内装材分野での事業拡大に期待します。

渋田瓦工場
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２０２１年度久留米市ものづくり支援事業 育成支援型
2023年度事業化支援研究会

イブシ瓦製品の高精度化による新規壁建材市場の開拓

【連携機関：福岡県工業技術センター化学繊維研究所、九州産業大学】

事業後インタビュー（写真左から 渋田瓦工場 渋田代表、福岡県工業技術センター 親川氏、阪本氏）

Ｑ久留米市ものづくり支援事業へ提案を決めた理由を教えて下さい
壁建材への展開については以前より模索を続けており、2018年に軽量化や加飾を行っ
た目地ありの壁建材が西鉄電車のTHE RAIL KITCHEN CHIKUGO に採用されました。
そこで様々なノウハウを培い、次への展開を模索する中で、九州産業大学の信濃先生よ
り施工やデザイン展開を考慮した壁建材の条件として「目地なし」「高寸法精度」のアド
バイスを受けました。目地によって施工時に寸法のばらつきを調整する瓦の製造文化に
とって、それは技術的に大きなハードルではありますが新展開の際のステータスにもなり
得ます。そこを目指すと決め、補助金の活用を考えたとき、これまでの関係性や目的達成
に対する事業の規模感の丁度良さから久留米市ものづくり支援事業への提案を決めました。
Ｑ事業を活用した感想を聞かせてください
事業は限られた期間内に結果を出す必要がありますので、目標達成に向けたタスク感、義務感を感じることが現業との両
立の中で背中を押してくれたように思います。福岡県工業技術センターのご協力により城島瓦の美しさと寸法精度を兼ね
備えた「小甍」が完成し、2023年12月に小甍を使用したモニュメント（写真中央）を城島の広場に施工しました。それが
背景の中に自然に佇んでいるのを見て、瓦素材が色々な空間に溶け込み、他の素材とは違った味わいで独特の存在感を
発揮していけるような、イブシ瓦の製造文化を身近な存在として残していけるような、そんな期待感を持つようになりました。
Ｑ事業で開発した製品の今後の展開（展望）について聞かせてください
小甍は、色々な素材との組み合わせや構造物の中での展開が中心になると考えています。小ぶりなサイズ感を活かして自
由な発想で身近な材料として取り入れていただき、イブシ瓦が生活の中に溶け込んでいくことが目標です。そのためには
独特の素材感や使用をイメージしていただくための情報発信にも力を入れていく予定です。伝統産業は知る人ぞ知るの
世界ではありますが、それをいかに広げていくか、時代にあった生き残り策を模索し続けていきます。

小甍
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